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学生の支えとなるキャリア教育の
構築を目指して

第１ミニシンポジウム

松高　　政 （京都産業大学全学共通教育センター 教授）

岩脇　千裕 （労働政策研究・研修機構 研究員）

森　　邦昭 （福岡女子大学文学部 教授・キャリア支援センター長）

金谷　益道 （同志社大学文学部英文学科 准教授）

報 告 者

概　要

コーディネーター

　経済情勢の悪化により厳しい就職環境が続く中、就職活動中の学生の多く
は焦燥感に駆られながら大学生活を送ることを余儀なくされ、新入生も余裕
を持って人生設計を立てることが困難になってきている。このような環境に
翻弄される学生を支えるものとして大学のキャリア教育にはこれまで以上に
大きな期待が寄せられている。本ミニシンポジウムでは、「学生の支えとな
るキャリア教育を支える〝人〞と〝組織〞」、「採用面接において企業は学生の何
を評価しているのか」、「女子学生のキャリア形成と男女共同参画社会の実現
を目指すプログラム構築」といったトピックを報告者に提供して頂く。フロ
アからも積極的に情報や意見を出して頂き、参加者全員にとって学生を支え
るよりよいキャリア教育を作り出す契機となるようなミニシンポジウムを目
指したい。
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【第１ミニシンポジウム】

学生の支えとなるキャリア教育の構築を目指して
参 加 人 数　　　１８６名

報　　 告　 　者
　　　　　　　　　　　　松高　　政（京都産業大学全学共通教育センター	教授）
　　　　　　　　　　　　岩脇　千裕（労働政策研究・研修機構	研究員）
　　　　　　　　　　　　森　　邦昭（福岡女子大学文学部	教授・キャリア支援センター長）
　　コーディネーター　　金谷　益道（同志社大学文学部英文学科	准教授）

⑴ 概　要

ア ミニ・シンポジウムのねらい
　本ミニ・シンポジウムのタイトルは「学生の支えと
なるキャリア教育の構築を目指して」である。このFD
フォーラムでは、FD活動の中で最も重要視されるべき
対象は学生である、というメッセージの発信を目指して
いるが、連日、厳しい就職環境がメディアで伝えられて
いるように、就職活動中の学生は大変困難な状況に追い
込まれている。このような環境に翻弄される学生を支え
るものとして大学のキャリア教育にはこれまで以上に
大きな期待が寄せられている。大学設置基準が改正され
2011年からキャリアガイダンスを大学の教育課程に盛
り込むことが義務化されるが、これもキャリア教育に対
する期待の表れだと言える。もちろんキャリア教育の
「キャリア」とは個人が生涯にわたって形作っていくも
ので、単に就職や「働き方」だけでなく、ボランティア
や家事・趣味なども含む「生き方」に関わる全ての活動
のことを指す。しかし、就職難の今、新入生でさえも余
裕を持ってこのような生き方設計を立てることが困難
になってきている。今回は参加者にとって、苦しい立場
に立たされている学生を支えるよりよいキャリア教育
を作り出す契機となるようなミニ・シンポジウムを目指
すことをねらいとした。

イ 報告の概要
　午前の部では、まずコーディネーターからミニ・シン
ポジウムの趣旨と進め方について説明があり、３名の報
告者の発表が行われた。まず、松高政氏は「大学にお
けるキャリア教育の意義と課題－キャリア教育を支え

る『組織』と『人』－」という題で、大学におけるキャ
リア教育の現状、コーオプ教育を重視した京都産業大学
でのキャリア教育の取り組み、また「組織」と「人」を
どのようにするか、学士課程教育にどのように位置づけ
るのか、といったキャリア教育の課題などについて詳し
く論じた。
　次に、岩脇千裕氏は、「採用面接において評価される『能
力』とは何か－企業インタビュー調査を通じて－」とい
う題で、より高度な基礎能力を企業が新卒者に求めるよ
うになっている現状や、採用面接において重視される能
力などについて詳しく報告した。岩脇氏は、採用面接で
は「課題達成志向」や「自己コントロール能力」や「対
他者コミュニケーション能力」を評価するのに「過去に
得た経験」について尋ねることが多くなっているため、
大学生活全体を通して「経験」を積むチャンスを学生に
与えることが重要である、と論じた。
　最後に、森邦昭氏は、「男女共同参画社会をめざすキャ
リア教育－学生のキャリア意識と人間力を高める21世紀
高度教養教育への地方公立大学の挑戦」という題で、現
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代GPに採択された福岡女子大学のキャリア教育の取り
組みを詳しく紹介した。森氏は、学部教育の全科目に
「キャリア・ジェンダー視点」を導入するという全学的
に抜本的な改革を必要としたプログラムの設置にまつわ
る経緯や、受講した学生の成長の過程が明瞭にわかる作
文なども詳しく紹介した。

ウ 報告に対する質疑及び全体討論の内容
　午後の部では、フロアとの活発な質疑応答・意見交換
がなされた。紙面の都合上全てを書き出すことはできな
いが、以下にフロアから出された質問とその回答をいく
つか記したい。

（質問）：京都産業大学ではキャリア関連科目のシラバ
スの項目に何か他の科目群と異なる工夫をされているの
でしょうか。

（松高氏の回答）：他の科目群と違う項目は設けていな
いが、逆に来年度からキャリア教育で重視されている点
が全科目のシラバスに反映されることになった。到達目
標として、学生が身につけるべき社会人基礎力的な力を
全てのシラバス上に明記することになった。

（質問）：理系の大学の就職の現状はどうなっているの
でしょうか。

（岩脇氏の回答）：企業に聞いてみると、最近は「理系
就職の文系化」が見受けられる。大学の成績を見ればわ
かる技術的な能力のみならず、理系の開発職はチームで
やっていかなくてはならないので、プラスアルファとし
てチームワークをとれるか、また管理職になると必要に
なるリーダーシップを発揮できるか、といった能力も最
近は評価しているそうである。このように文系の人と同
じ評価項目で学生を見ている、という企業が最近多いよ
うである。

（質問）：中・低偏差値の大学で自分を卑下してしまい
がちな学生はどうすればいいのでしょうか。　

（岩脇氏の回答）：企業の採用現場では学歴重視主義的
なところは残っているが、ヒアリングに行った大きな企
業でも有名大学ばかりから新入社員を採用しているので
はない。中・低偏差値の大学の学生で、自分の強みを発
揮できるのは、対他者コミュニケーション能力であり、
そういう能力を持った学生は大きな企業でも採用されて
いる。

（質問）：「キャリア」という概念はあいまいですが、日
本語に直すとすればどんな言葉が考えられますか。

（松高氏の回答）：「キャリア」という言葉の日本語訳
は難しい。また毎年様々な学会で「キャリア」とは何な
のかといった観念的な話が繰り返されているが、そうい
うことは終わりにすべきだと思う。学生からすれば在籍
する４年間で一度しかキャリア教育の授業は受けられな
い。もし間違ったキャリア教育を受ければ学生は不幸に
なる。我々はもっと科学的にならなければだめだと思う。
例えば、中教審の答申ではラーニング・アウトカムを求
められるようになったが、大学教育の一部であるキャリ
ア教育の科目のラーニング・アウトカムとは何だろうか、
どういう手法でどういう内容で身につけられるのか、評
価はどうすべきなのか、といった具体的な議論をすべき
である。学生にとってどういうことが必要となるのか、
キャリア教育を提供する側はもっと慎重にならなければ
いけない。

（質問）：大規模校になれば、学部間の壁、教員間の壁
が高くなると考えられます。キャリア教育の視点に立っ
た授業展開の必要性を全学的にどのように浸透させてい
くことができるのでしょうか。

（森氏の回答）：大事なのは各学部が自分たちの道をど
ういう風に設定しているかである。「一人一人の学生の
ために」ということを考えながら自分たちの道を設定し
ているのであれば学部間の壁は高くてもいい。また色々
な論点があるが、一番重要な論点は、そもそも大学は社
会のために何をするところなのか、ということになると
思う。我々の大学は女子大学なので、優秀な女子学生に
たくさん入ってもらい、社会の中で活躍してもらい、女
性が社会を変えていく役に立ってもらうことを、大学の
存在意義であるとし、一生懸命活動するしか生き残る道
はないと思っている。

（質問）：キャリア教育を、資格支援など学部教育（正課）
以外の側面からも支援されていますか。

（森氏の回答）：私はどちらかと言えば資格はあまり大
事ではないと考える。大学で人気のある資格検定は秘書
検定、簿記検定や図書館司書などだが、求人がたくさん
あるわけではない。資格志向を一概に切って捨てるわけ
にはいかないが、自分が就職試験を受けようとしている
ところで、資格がどういう風に扱われているのかを調べ
た上で、必要であれば資格の勉強する、必要でなければ
勉強はしない、ということでいいのではないだろうか。
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また大企業ほど資格が必要とされない傾向が見られるの
で、大企業を目指す人は、資格取得を目指すよりも、一
生懸命中身のある勉強やインターンシップなどに励んだ
方がよいと思う。

（質問）：職員が行うガイダンスと教員の科目で内容に
重複があり、学生に効率的にキャリア教育が提供されて
いないケースが見られることがあります。どのように連
携すれば学生のためになるのでしょうか。

（松高氏の回答）：「誰がやるか」ということが先では
なく、「何をやるか」が大切だと思う。
　教員が、職員がという切り分けから始めるのではなく、
どういうコンテンツで、どういう順番でやれば学生に
とっていいのかをまず考えると、誰がやっていけばいい
のかが定まっていくと思う。また最近はどの高校もキャ
リア教育を行っているが、大学は高校でどのようなキャ
リア教育が行われているか知らずにキャリア教育を提供
してしまっている。キャリア教育の面では高大連携はま
だまだ不十分である。高校と大学が分断されてしまって
いる。

　その他にも、具体的な授業運営に関する質問や、「キャ
リア教育におけるアルバイトの位置づけ」、「中小企業の
採用の現状」に関する質問などがフロアから寄せられた。

⑵ 論　考　
　（ミニ・シンポジウムの到達点と今後の課題について）
　今回のミニ・シンポジウムで強調された点の一つは、
「学生」のことを考えたキャリア教育を行うべきである、
ということであった。「一人一人の学生が何ができるよ
うになるか」ということをまず考えて、教育プログラム
の内容や大学の組織のあり方などを構築していくことが
大切であるという認識を、今回このミニ・シンポジウム
で参加者の方々と共有できたと思う。また、前年度同様、
キャリア教育に消極的な教員・職員をどのようにすれば
現場に参加してもらえるのか、といった質問も多く出さ
れたが、今回参加頂いた方々には是非、就職活動や採用
面接に苦しむ学生のことを考えて頂き、そのような消極
的な人たちの意識を変革するよう、（松高氏が述べたよう
に）あきらめずに粘り強く活動して頂ければと思う。
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大学におけるキャリア教育の意義と課題
―キャリア教育を支える「組織」と「人」―

京都産業大学全学共通教育センター	教授　松高　　政
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採用面接において評価される『能力』とは何か
―企業インタビュー調査を通じて―

労働政策研究・研修機構	研究員　岩脇　千裕
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男女共同参画社会をめざすキャリア教育
学生のキャリア意識と人間力を高める 21 世紀高度教養教育への地方公立大学の挑戦

福岡女子大学文学部	教授・キャリア支援センター長　森　　邦昭
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社会人を対象とした
フルオンライン学習提供の可能性

第２ミニシンポジウム

松居　辰則 （早稲田大学人間科学学術院人間情報科学科 教授）

中野　裕司 （熊本大学大学院社会文化科学研究科
　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授システム学専攻 教授）
不破　　泰 （信州大学大学院工学系研究科 教授）

篠原　正典 （佛教大学教育学部 教授）

報 告 者

概　要

藤松　素子 （佛教大学社会福祉学部 教授・教授法開発室長）

指 定 討 論 者

コーディネーター

　通信制学部・大学院を併設する大学においては、多様な学生の学習環境シ
ステムを構築・提供することが求められている。しかしながら、いずれの大
学においてもその質保障については多くの課題をかかえているのが現状で
ある。そこで、本ミニシンポジウムにおいては、先進的な取り組みを行って
いる大学・大学院の実践経験から、フルオンラインの提供において教育の質
を保証するために、教育の実践で配意すべきこととは何か、フルオンライン
教育の質保証のための FD への取り組みはいかにすべきか、フルオンライン
教育実践に伴う教員の側の認識・教授法等にいかなる影響を与えているのか、
フルオンライン教育の実践をすることにより、対面授業に反映された FD 効
果（授業方法や教材開発、学習者支援における自発的改善など）とはいかな
るものかについて検討していきたい。
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